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Ⅰ 研究のねらい 

１ 研究主題設定の理由 

中央教育審議会答申（平成20年１月）で、運動する子供とそうでない子供の二極化の傾向や、

子供の体力の低下傾向が依然深刻な問題となっていると指摘されている。このことから、新学

習指導要領では、体つくり運動を全学年で指導することとなった。 

新学習指導要領の運動の内容では、低・中学年においては、発達の段階から体力を高めるこ

とを学習の直接の目的とすることは難しいが、将来の体力向上につなげていくためには、この

時期に体の基本的な動きを身に付けることが重要であると示されている。 

そこで本研究では、児童に運動することの楽しさを味わわせながら、体の基本的な動きを身

に付けさせることで、生涯にわたって運動に親しむための資質や能力を育成する指導方法を研

究開発していく。  
２ 研究仮説 

 「多様な動きをつくる運動」において、運動の行い方や体の基本的な動きを身に付けさせる

学習過程を開発することにより、児童が運動に楽しんで取り組むことができ、生涯にわたって

運動に親しむための資質や能力の基礎を育てることができるだろう。 

Ⅱ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

(1)「多様な動きをつくる運動（遊び）」及び「体力を高める運動」の運動内容の比較 

低・中学年の「多様な動きをつくる運動（遊び）」と高学年の「体力を高める運動」の例示を

比較すると、中学年は他の学年よりも友達と一緒に行う運動の例示が多い。（表１）  
このことから、児童が友達と協力し、励まし合うことができる運動の行い方を、教員が提示

していくことが、中学年では重要である。  
 

低学年  
多様な動きをつくる運動遊び 

中学年  
多様な動きをつくる運動  

高学年  
体力を高める運動  

用
具
を
操
作
す

る
運
動
遊
び 

〇長なわでの大波・小波を
したり、 回っているなわ
をくぐり抜けたりするこ
と。 

〇友達と背中などでボール
をはさんで、 いろいろな
方向に運ぶこと。  

用

具

を

操

作

す
る
運
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〇相手に向かって輪を投げたり、 投げられた
輪を捕ったりすること。 

〇長なわでの連続回旋跳びをすること。 
〇友達に補助されながら竹馬や一輪車に乗る

こと。 

 

力

試

し

の

運

動

遊
び 

〇すもう遊びで相手を押し
出したり、 引き合い遊び
で引き動かしたりするこ
と。 

〇友達をいろいろな方向に
引きずったり、 おんぶを
したりすること。 

力
試
し
の
運
動 

〇押し合いずもうで、 重心を低くして相手を
押したり、 相手から押されないように踏ん
張ったりすること。 

〇重心を低くして相手を引っ張ること。 
〇人数を変えて綱引きをすること。 
〇友達をおんぶし、安定させながら運ぶこと。 
〇手押し車など、 両腕で自分の体重を支えな

がら移動すること。  

力
強
い
動
き
及
び
動
き
を
持
続
す

る
能
力
を
高
め
る
た
め
の
運
動 

〇押し、 寄りを
用いてすもう
をすること。

〇二、 三人組で
互いに持ち上
げる、 運ぶな
どの運動をす
ること。 

〇短なわ、 長な
わを使って全
身運動を続け
ること。 

(2) 運動の資質や能力をはぐくむ学習の考え方 

「運動に親しむ資質や能力」は、①運動への関心や自ら運動する意欲②仲間と仲よく運動す

ること③各種の運動の楽しさや喜びを味わえるよう自ら考えたり工夫したりする力④運動の技

表１ 多様な動きをつくる運動（遊び）・体力を高める運動の例示（友達と行う運動の例示の抜粋） 
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能と示されている。（小学校学習指導要領解説体育編 平成 20 年８月）  
中学年の体つくり運動では、体の基本的な動きを身に付ける（運動）、進んで取り組む(態度）、

動きを工夫・選択する（思考・判断）とい 

う３つの要素が、運動の資質や能力の基礎 

となる。 

この３つの要素を取り入れ、運動や友達 

とのかかわりを考えた学習過程を開発し、 

児童が楽しみながら、学習活動を展開して 

いけるようにする必要がある。（図１） 

２ 調査研究 

 平成 21 年７月に都内公立小学校第３学年か 

ら第６学年の児童 558 名、教員 40 名を対象に 

質問紙を用いて、体育の学習指導に関する意 
識調査を行った。  
(1) 教員のアンケート調査結果から 

小学校の教員は体つくり運動を指導する際、 
「運動内容の取り上げ方」また「単元構成の 
仕方」について、困難を感じている割合が高 
い。（図２）  
 これはアンケートの意見欄によると、「例示のとおりに行うと楽しみに欠ける。」「例示の特性

が分からないため、効果的な指導ができない。」「多くの運動をどのように組み合わせてよいか

分からない。」といったことが主な理由である。  
そこで多様な動きをつくる運動で示された多くの例示を、どのように単元構成するのかが、 

指導上の課題であると考えた。 

(2) 児童のアンケート調査結果（中学年）から 

中学年の児童が体育の学習で「期待してい  
ること」の調査結果は、「体力をつけたい」、  
「力いっぱい運動したい」「いろいろな動き  
ができるようになりたい」「友達と楽しく運  
動したい」の割合が高い。（図３）  

しかし、発達段階を考えると中学年の児童は、  
体力を高めることを学習の直接の目的とするこ  
とは難しい。むしろ、将来の体力向上につなげ  
ていくため、体の基本的な動きを培っていくこ  
とが重要であると考えた。  

そこで児童が力いっぱい運動を行い、楽しさを味わっていくことができる学習過程の開発や、

体の基本的な動きを身に付けることができ、友達と仲良く運動できる運動の行い方を開発して

いくことが、指導上の課題を改善する手だてとなると考えた。  

図１ 運動の資質や能力をはぐくむ学習のイメージ 

 

運動の資質や能力 

体の基本的な動きを身
に付ける（運動） 

運動
(楽しさを味わえる内容) 

学習過程
(効果的な運動構成) 

友達とのかかわり 
(励まし合い・協力) 

動きを選択・工夫する
（思考・判断） 

進んで取り組む
（態度）

図２  体つくり運動を指導する際に困難を感じていることの調査結果

①運動内容の取り上げ方      28%
②単元構成の仕方             24% 
③評価の仕方                 18% 
④楽しさを味わわせる指導方法 14% 
⑤興味関心の引き出し方       10% 
⑥支援の仕方                  6% 

28 24 18 14 10 6

0% 50% 100%

1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

図３体育の学習で「期待していること」の調査結果（中学年）
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３ 開発研究 

(1) 運動の楽しさを味わわせていく学習過程の開発 

 教員と児童の調査結果から、教員が児童に身に付けさせたい動きが分かりやすく、児童にと  
っては、楽しみながら運動に取り組むことができる学習過程を開発した。（表２）  

これは多様な動きをつくる運動の例示を、児童が楽しみながら運動に取り組むことができる  
ように、技に関する運動内容、勝敗に関する運動内容、記録に関する運動内容で分類した。ま

た、技に関する運動内容は体のバランスをとる例示の運動、勝敗に関する運動内容は体を移動

する運動と力試しの例示の運動、そして記録に関する運動内容は用具を操作する例示の運動を

中心に取り組めるように整理した。さらに、整理した運動内容を３時間ごとに分けたことで、

教員が児童に身に付けさせたい動きを明確にできるようにした。  
  

(2) 自ら考えたり工夫したりする力を育てる運動の行い方の開発 

学習過程を３つに分類したものを、それぞれ３時間ずつ行うこととし、その３時間の第 1 時 

で運動の行い方を知る「運動を知る時間」、第２時は運動の基本的な動きを身に付ける「運動を

身に付ける時間」、第３時では身に付けた基本的な動きを基に、自分の課題に合った動きを選択

したり、既習の学習から動きを考えたりする「運動を楽しむ時間」を設定した。（図４）これに

より、多くの運動内容を、児童がより楽しむことができると考えた。 

  

 

 

(3) 動きのポイントを明確にした学習資料の開発 

「多様な動きをつくる運動」に示されている運動の例示について、体の基本的な動きを身に

付けることができるように、児童の学習資料に動きのポイントを提示した。また動きのポイン

トを明確にすることで友達のよい動きを見付けることができるようにした。(図５) 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の結果と考察 

 平成 21 年 10 月に都内公立小学校第４学年を対象に、「多様な動きをつくる運動」の授業を行

い、開発した学習過程と運動の行い方の有効性について検証した。 
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図５ 力試しの運動と用具を操作する運動の動きのポイント（例） 

表２ 第４学年の 13 時間の学習過程 

跳び方を決めて、記録に挑戦する。 
（第１時・第２時）  

二人組・グループで跳び方を決めて、
記録に挑戦する。（第２・３時）  

図４ なわとびを使った運動の工夫（例） 
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１ 体育学習における意欲の高まり 

 検証授業後、体育の授業を「楽しい」 

と思う児童は、83％から 95％になった。 

また体つくり運動で楽しかった理由は、 

「試合に勝ったとき」や、「記録が伸び 

たとき」の割合が高い。（図６） 

この結果から、例示の運動を勝敗に関 

する運動内容や記録に関する運動内容で 

分類した学習過程を開発したことが、児童の運動に対する意欲を高めたと言える。 

２ 運動の行い方の開発による成果 

 児童が体つくり運動の学習で「できた 

こと」は、「友達と楽しく運動できた」 

が 94%、「いろいろな動きができるように 

なった」は 91％と回答している。（図７） 

「友達と楽しく運動できた」と答えて 

いる児童の 88％は、「二人で考えた跳び 

方を跳べたことが楽しかった」、「長なわを６人一緒に跳んだことが楽しかった」と、動きを考

え工夫したことを、その理由として記述している。 

 このことから、運動の行い方を「運動を知る時間」「運動を身に付ける時間」「運動を楽しむ

時間」としたことで、友達と動きの工夫ができ、運動をより楽しむことができたと考えられる。  
３ 児童の動きの変容 

授業観察の中での評価の結果、記録に 

関する運動内容で行った用具を操作する 

動き、勝敗に関する運動内容で行った力 

試しの動きが、おおむねできた状態とな 

った児童は 78％以上だった。（図８）  
また児童が記入した学習カードに友達 

のよい動きのポイントを書いている割合は、89％だった。その内容は、「友達の真似をして低く

押すことができた」、「友達の投げ方を真似して、まっすぐに転がすことができた」と書かれて

いた。このことから、動きのポイントを明確に示したことで、基本的な動きを身に付けられた

とともに、友達のよい動きを見付け、取り入れることができたと考えられる。 

Ⅳ 今後の課題 

１ 他の運動領域と関連した指導計画の作成 

 多様な動きをつくる運動を帯状で時間をとり、中学年の他の運動領域と合わせて、学習でき

る学習過程の作成をしていく。 

２ 自ら考えたり工夫したりする運動の行い方のさらなる検証 

 本研究で検証した運動内容以外で、児童が動きを選択する運動内容や動きを考え工夫する運  
動をさらに開発することで、効果的な指導方法を考察していく。

図６ 体つくり運動で楽しかった理由の調査結果 
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図 8 検証授業で、おおむねできた児童の評価結果（教師の評価）
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図７ 体育の学習で「できたこと」の調査結果（中学年） 
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